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平成３０年住宅・土地統計調査 住宅及び世帯に関する基本集計について（本県分） 

（平成３０年１０月１日調査） 
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◆総住宅数は５４６，４００戸で、平成２５年調査から２．３％の増加◆ 

◆空き家率は１５．４％で過去最高◆ 

   本県の総住宅数は年々増加しており、平成２５年と比べ１２，５００戸（２．３％）増加の 

５４６，４００戸となった。 

  また、総世帯数は、平成２５年と比べ２，６００世帯（０．６％）増加の４６３，５００世帯

となった。 

  一方、空き家数は平成２５年と比べ１０，０００戸（１３．５％）増加の８４，２００戸とな

り、空き家率（総住宅数に占める空き家の割合）は１５．４％（全国平均１３．６％）で、平成

２５年から１．５ポイント増加し、過去最高となった。 

 

◆持ち家住宅率は６５．７％で過去最低◆ 

  持ち家数は平成２５年と比べ６，７００戸（２．２％）減少の３０２，３００戸となり、持ち

家住宅率（住宅総数に占める割合）は６５．７％（全国平均６１．２％）で、平成２５年から 

１．７ポイント減少し、過去最低となった。 

 

◆１か月当たり家賃・間代は専用住宅で０．２％減少◆ 

  借家のうち専用住宅の１か月当たり家賃・間代は、平成２５年と比べ９４円（０．２％）減少

の３８，３５３円（全国平均５５，６９５円）となった。 

また、借家のうち専用住宅の１畳当たり家賃・間代は、平成２５年と比べ２１円（１．１％）

減少の１，９７２円（全国平均３，０７４円）となった。 

 

◆高齢単身世帯のうち、借家は２４．７％で過去最高◆ 

  高齢者（６５歳以上の世帯員）のいる主世帯（２０７，３００世帯）のうち、高齢単身世帯は、

平成２５年と比べ６，７００世帯（１１．４％）増加の６５，５００世帯となった。 

  また、高齢単身世帯のうち、借家は平成２５年と比べ２，１００世帯（１４．９％）増加の 

１６，２００世帯（高齢単身世帯に占める割合２４．７％）で、平成２５年から０．７ポイント

増加し、過去最高となった。 
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総合政策部 統計調査課 生活統計担当 工藤、田中 内線（２２６７） 直通２６－７０４３ 

 
 

「統計BOX」も

役に立つよ！ 


